図表の説明文

中越魚沼地域の数値地質図および断面図の説明

　この数値地質図は，５万分の１地質図幅「長岡」(1991)・「小千谷」(1986)・「十日町」(1985)，「須原」(2004)の一部，及び既存資料と地形解析に基づき編集した「守門岳」の一部について，数値データを基に，５図幅の境界部で地質図を修正しシームレス化するとともに，下記の凡例に基づき塗色を統一したものである．越後山脈に分布する先新第三系などは区分を大幅に簡略化したほか，段丘堆積物の区分等も一部を統合簡略化した．断面図は各地質図幅の断面図に基づく．
同　凡例1の説明

　凡例は，下記の層序対比表に基づき作成した．凡例区分は地質時代による層序区分を基本としつつ，地層分布の地域性に応じて地域地層名をも取り入れた．凡例の記号はなるべく元の５万分の１地質図幅での記号をそのまま用いた．新第三紀の地質時代区分には新潟油田標準層序の時階区分を併記した．越後山脈に分布する先新第三系などは区分を大幅に簡略化したほか，段丘堆積物の区分等も一部を統合簡略化した．

　なお，凡例及び層序対比表の右欄の色番号は，使用したRGB216色パレットの番号であり作業上の意味しかもたない．

同　凡例2の説明
　地質図の凡例に関して，個々の地層・岩体区分に関して，分布・堆積環境、地質学的位置づけなどを簡潔に説明したもので，下記層序対比表に対応させ作成．

同　層序対比表の説明

　層序対比表は，５図幅地域それぞれの凡例とそれらの統一凡例からなる．右端欄に地層についての簡単な説明文を付した．表中で水色に塗色してあるのは複数の図幅地域にまたがって連続して分布する地質体．地質時代の欄のN3等は100万分の１日本地質図(地質調査所，1992)における対応する凡例記号．

　なお，段丘については近年の研究により新区分が提唱されているが，まだ全域で対比されていないため，本数値地質図では各地質図幅の区分に基づいた．

同　文献データベースの説明

　地質調査総合センター図書室及び新潟県下各図書館で収集した文献資料を表形式でデータベース化したものの一部．地質図の範囲に関係する2004年までの文献697件を集録．著者・分野・地質時代・地域により検索が可能．

数値地質図編集に用いた文献

「長岡」地域

小林巖雄・立石雅昭・吉岡敏和・島津光夫(1991)　長岡地域の地質．地域地質研究報告(５万分の１地質図幅)，地質調査所，132p.

「小千谷」地域

柳沢幸夫・小林巖雄・竹内圭史・立石雅昭・茅原一也・加藤碵一(1986)　小千谷地域の地質．地域地質研究報告(５万分の１地質図幅)，地質調査所，177p.

「十日町」地域

柳沢幸夫・茅原一也・鈴木尉元・植村　武・小玉喜三郎・加藤碵一(1985)　十日町地域の地質．地域地質研究報告(５万分の１地質図幅)，地質調査所，104p.

「須原」地域

高橋　浩・豊島剛志・志村俊昭・原　英俊・竹内圭史・酒井　彰・中野　俊(2004)　須原地域の地質．地域地質研究報告(５万分の１地質図幅)，産総研地質調査総合センター，80p.

「守門岳」地域

井島信五郎(1974)新潟県信濃川水系破間川中流域における中新世中期の不整合の形態について．地調報告，no.250-1, p.145-154.

影山邦夫・金子信行(1992)日本油田・ガス田図13　新潟県中部地域．地質調査所．

